　電池をつくろう(Chemical Battery)
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

金属板と食塩水で電気を手に入れよう

初めて電池をつくった人

· 2000年ほど前につくられた電池らしい物が発見された。（　　　　　　　）電池と呼ばれる（鉄と銅で作った）
· 1799年には，電圧の単位名にもなっている，（　　　　　　　　　）が独自に電池を発明した。
· 物質が持つ（　　　　　）エネルギーを電気エネルギーに変える電池を（　　　　　　　　　　　）という。
いろいろな組み合わせでやってみよう

◎300mlビーカーに蒸留水200mlを入れ，銅・アルミ・亜鉛のうちから金属板を2枚入れて、どのくらい電圧が起こるか電圧計で調べよう。

◎蒸留水の中に（　　　　　　　）を入れ，金属板の組み合わせを9種類変えて調べよう。

	電圧を書く
	－極側　(黒い方)

	
	銅
	アルミ
	亜鉛

	＋極側（赤い方）
	銅
	
	
	

	
	アルミ
	
	
	

	
	亜鉛
	
	
	


◎表を見て気づいたこと

· ・

電子オルゴールなどつないで電池を改良しよう
◎上の表で一番電圧の高かった組み合わせ（　　　　　　　と　　　　　　の組み合わせ）でやってみよう。

注意：電子オルゴールは赤（＋）、黒（－）を間違えるとなりません。電圧計で＋と－を確認してからつなぎましょう。時間があれば，ソーラーモーターにつないでみよう。
　◎豆電球はつくだろうか？　（　つく　・　つかない　）　→　（　　　　　　　　　　　　　）の電池はすごい。
◎もっと性能を上げるには、どうすればよいか。

	対策
	→
	結果

	
	→
	

	
	→
	

	
	→
	


電気は　　　　　　水に　　　　　　　　　　　　　　　を入れると手に入る
